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２０１０年、グローバルレベ
ルでの貧困削減アドボカシ
ー＆キャンペーンネットワー

クのGCAPによる
国連総会サイドイベントのタ
イトルは、「The World We 

Want 2015」

その後、
The World We Want が

国連のポスト2015の
スローガンとして
使われることに



2015年の市民社会キャンペーン

には開発援助の資金（北欧諸国
等）がつき、国連との密接な連携
で行われた



action4sd.org

SDGs 実施に関する市民社会のアドボカシー＆キャンペーン
ネットワーク。グローバルレベルでは、ポスト2015で連携した
４つのネットワークが設立。国際社会の期待も大きい。
⇒CIVICUS, GCAP, IFP (International Forum of National 
NGO Platforms), CAN

日本では動く→動かすがフォロー。



ではグローバル市民社会はSDGsに
おいて政府や国連・国際機関と同

調しているのか？

端的には、「いや決してそうではな
い」



世界観／世界状況の把握においては、国際社会が
市民社会に歩み寄ってきている

さまざまな
危機の連鎖

金融、エネル
ギー、食糧

戦争、紛争、テロ、
国際秩序の
不安定要因

改革でなく変革を

国際社会に
おける新興
国の発言力
の高まり

気候変動

国際社会にお
けるNGO、
CSOの地位の
向上

民間セクター
による社会
的責任・価値
追求の動き

広がる
格差、
若者の
雇用

先進国、新興
国、途上国の
「国益」の対
立。地球益と

の相克

＝慢性的な危機状態からの脱却へ



国際社会の新たな規範形成においても、市民社会
の主張が主流化してきている

＝「新たな開発合意」

• 国際開発の新しい規範は、説明
責任（アカウンタビリティー）、透
明性、参加、包摂（インクルージョ
ン）の４つのキーワード

• これらは各国政府、国際機関、
NGO等、いまや開発に携わる様

々な主体が共通して重要と認め
る価値基準となっている一方、「
合意」は表面的なものにとどまっ
ている。



しかし「同調」はそこまで…
• SDGsの合意プロセスにおいて、市民社会の主張は

一定程度取り入れられたものの、かなり薄められて
しまった。

• そもそもSDGsでは「本質」に関わる懸案事項（特に

紛争や安全保障に関わる分野）がほとんど取り上げ
られていない（Goal 16 はあるがとても限定的な扱い
）。

• 市民社会の多様性を見ると、SDGs交渉に関わった
CSOs/NGOsはごく一部

• 今後、市民社会の他セクター（国際機関、政府、企
業！）とのエンゲージメントに関しては模索が続く

• 日本では…？？


